
令和６年度 つくばみらい市学校教育指導方針 Ｒ６．４．１
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つくばみらい市教育委員会 つくばみらい市福田１９５番地

℡ ０２９７－５８－２１１１（代表）

「”あれも、これも”本気の子育てのまち」実現に向けた学校教育の推進

新しいみらい しあわせ実感教育のまち
～ 子どもたちがしあわせな未来を送るための学校教育 ～

つくばみらい市教育大綱

Ｒｅａｌｉｚｅ Ｙｏｕｒ ＤｒｅａｍＲｅａｌｉｚｅ Ｙｏｕｒ Ｄｒｅａｍ

夢をもって 世界へはばたこう夢をもって 世界へはばたこう

◆ 子どもの未来を支える質の高い教育

◆「やればできる」強い心と体の育成

◆ 誰もが明るく元気に活動できる環境づくり



令和６年度 つくばみらい市学校教育全体計画

本県教育目標本県教育目標 つくばみらい市学校教育目標 市教育振興基本計画市教育振興基本計画

・ひとりひとりの能力を ・自分の可能性に挑戦
開発し豊かな人間性を する学力を育てる
つちかう ・たくましく生きる強

い心と体を育てる
・じょうぶな身体をつく ・新しい時代の教育を
りたくましい心を養う 支える環境を創る

・生涯を通じ、いきい
・郷土を愛し協力しあう きと活躍する学びを
心を育てる 創る

学校教育の現状 学校教育における喫緊の課題
・児童生徒の実態やニーズに配慮した ・学ぶ意欲の向上と学力の保障
授業改善と生徒指導の必要 ・豊かな人間性を育てるための心の教育
・学校規模や地域を生かした取組の更 ・不登校児童一人一人に応じた支援
なる推進 ・地域とともにある学校づく
・安心安全で、教育効果の りの推進

高い教育環境の ・部活動改革の
整備 推進

つくばみらい市の目指す児童生徒像
本をたくさん読む子 明るいあいさつの本をたくさん読む子 明るいあいさつの

できる子できる子

早寝早起き朝ご飯を 物や資源を大切に早寝早起き朝ご飯を 物や資源を大切に

実践できる子 する子実践できる子 する子

全ての子どもたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学び/

Ｒｅａｌｉｚｅ ｙｏｕｒ ｄｒｅａｍＲｅａｌｉｚｅ ｙｏｕｒ ｄｒｅａｍ

子子どもたちどもたち一人一人一人一人のの夢夢とと希望希望にに満満ちた“みらい”へちた“みらい”へ

個性と創造性に富み、確かな学力を身につけた
“みらい”の子を育てる

グローバルな視野をもち、郷土愛に満ちた
“みらい”の子を育てる

心身ともに健康で、自他を大切にできる
“みらい”の子を育てる

学びの連続性の中で、自ら進んで学習に取り組む児童生徒学びの連続性の中で、自ら進んで学習に取り組む児童生徒

心豊かに個性を発揮し、他者と協働的に活動する児童生徒心豊かに個性を発揮し、他者と協働的に活動する児童生徒

も っ と み ら い へ あ た ら し い み ら い へも っ と み ら い へ あ た ら し い み ら い へ

◎基礎的・基本的な知

識・技能の習得

◎思考力・判断力・表

現力・対話力の育成

・一人一人が主体的・

対話的に学び、協働

的な学習の工夫改善

を図ります。

◎基本的生活習慣の確

立

◎健康や体力を育む教

育の充実

・食育と体育的活動に

積極的に取り組み、

健康でたくましい体

をつくります。

◎道徳教育・郷土教育

・平和教育・人権教

育の充実

◎規範意識の育成

・道徳性を培い、自他

の命を大切にする心

と道徳的実践力を養

います。

◎幼小中の外国語教育

の充実

◎ＩＣＴを活用した授

業づくり

◎キャリア教育の推進

・時代の変化に対応し

た教育を実践し、自

己肯定感の向上を図

ります。

家庭との連携家庭との連携
地域の教育力地域の教育力 保幼小連携保幼小連携

小中一貫教育小中一貫教育

伊奈特別支援学校伊奈特別支援学校
・伊奈高校との連携・伊奈高校との連携 子ども局・市子ども局・市

療育教室との連携療育教室との連携



令和６年度

● 基礎基本の確実な定着 ● 道徳教育・人権教育・平和教育の充実
・ 個に応じた学習や少人数指導を行い、一人一人 ・ 各教科・領域を通して、一人一人が自他の命

の可能性を引き出し、学力向上を図ります。 を大切にし、明るい社会を築こうとする心を育
・ 家庭学習の手引きを活用して、自主的な学習の てます。

習慣化を図ります。
● 体験活動・キャリア教育の充実

● ＩＣＴの活用 ・ 校外学習や宿泊体験、職場体験学習を実施し、
・ わかりやすい授業作りや学習評価の充実のため 社会性や規範意識、思いやりの心を育成します。

に、ＩＣＴを活用します。
・ 日常的にＩＣＴを活用することによって、知識の定

着や技能を高めます。 ● 郷土教育の充実
・ 郷土の偉人や伝統・文化、産業に触れること

● 外国語教育の充実（小１，２年英語活動時間の確保） によって、郷土理解を深め、郷土を愛する心を
・ 全幼小中学校にＡＬＴを配置し、幼少期から切れ 育み、持続可能な社会作りに貢献しようとする

目なく英語に親しめる環境を作り、コミュニケー 態度を養います。
ション能力を育成します。

● 健康教育の充実 ● 特別支援教育の充実
・ 学校、家庭、地域の関係機関との連携を図り、 ・ 個別最適な学びを目指して、特別支援教育支

学校保健・衛生活動の効果的な推進に取り組 援員を配置し、支援の充実を図ります。
みます。

● 伊奈特別支援学校との連携
● 食に関する指導の充実 ・ 障がいのある子どもたちのための巡回相談や
・ 食に関する正しい知識や望ましい食習慣を身 適切な支援に関わる教育内容や方法の充実に

につけることができるよう栄養教諭を活用し 努めます。
食育の推進を図ります。

● 総合教育支援センター・校内フリースペースの充実
● 危機管理体制の確立と安全教育の実施 ・ 適応支援教室の活動の充実を図り、また、校内
・ 地域とともに子どもの安全を守る体制の整備 フリースペースの活用など、一人一人に寄り添っ

や子どもたち自身に危険を予測・回避する能 た教育を実践していきます。
力を習得させる取組を推進します。

● 保幼小の円滑な接続
・ 保幼小接続カリキュラムを基に保幼小の連携を推進し、小学校への円滑な接続を図ります。

● 小中一貫教育の推進
・ ９年間を見通した学びの連続性の中で、効果的な取組を展開し、子どもたちの個性を伸ばします。

伊奈中学校区 ⇒ 小張小学校・豊小学校・伊奈小学校・陽光台小学校・伊奈中学校
伊奈東中学校区 ⇒ 伊奈東小学校・伊奈東中学校
谷和原中学校区 ⇒ 谷和原小学校・福岡小学校・富士見ヶ丘小学校・谷和原中学校
小絹中学校区 ⇒ 小絹小学校・小絹中学校

● 伊奈高等学校との連携
・ 学校行事や部活動などを合同で行う共同学習や交流活動の推進を図ります。

● コミュニティスクールの推進⇒令和６年度実施校 谷和原小・福岡小・小絹小・小絹中
・ 「子どもの学び」を中心に、学校、家庭、地域がつながり、社会に開かれた教育環境の実現を目指
します。

つ く ば み ら い 市 学 校 教 育 プ ラ ンつ く ば み ら い 市 学 校 教 育 プ ラ ン

１ スタディブラッシュアッププラン
（確かな学力の向上）

２ ウオームハートプラン
（豊かな心の育成）

３ ヘルス＆セイフティプラン
（健やかな体の育成）

５ パートナーシッププラン
（開かれた学校作りと家庭・地域との連携）

４ スペシャルサポートプラン
（教育支援の拡充）



一人一人の確かな学びの定着・向上を図るために手厚く支援していきます。

①ＴＴ講師（ティーム・ティーチング）９名
児童の学力向上のため、学級担任と共に教科指導を行う。

②学習支援 ４名
児童の多様なニーズに合わせ、学級担任の補助として学習支援を行う。

③中学校生活適応支援員 ４名
主に校内フリースペース指導員として、学校や教室に行きづらい生徒の指導・支援を行う。

④グローバル人材育成事業 英語専科教員の配置 県費３名 市費４名 ＡＬＴ（外国語指導助手）１８名
児童の英語によるコミュニケーション能力の育成を図る。
生徒の英語によるコミュニケーション活動を担当教員とともに行い、実践的な英語力を育てる。

⑤学校司書 ５名
学校図書館に関する業務（図書の整理、選書、除籍、貸出し等）や教員の授業のサポートを行う。

⑥理科支援員 ２名
授業で使用する機材や薬品等の準備、後始末、整理整頓等、理科の授業支援を行う。

⑦特別支援教育支援員 教育指導課採用１７名 シルバー人材派遣３０名
特別に支援が必要な児童生徒（通常学級及び特別支援学級）の見守りやサポートを行う。

⑧みらい土曜塾指導者 ８名
休日の学校を学びの場として提供し、算数、理科、英語等を中心に行い、特に理数教育への関心を高める。
また、児童が自主的に学習課題を用意し、自分のペースに合わせた学習への支援を行う。

＜対象＞ 市内の小学生 ４～６年生
＜場所＞ ○伊奈東小学校 ○谷和原小学校
＜実施日＞第２・４土曜日（年１８回開催）
＜時間＞ 午前９時～午前１１時００分
＜教科＞ 算数、理科、英語等

⑨ＩＣＴ支援事業 支援員９名
授業における子どもたちへの支援や教職員のタブレットやコンピュータ等のＩＣＴ機器の操作の支援、
授業での効果的な使い方の提案等を行い、ＩＣＴ機器の活用を推進する。

⑩総合教育支援センター事業 相談員４名 支援員４名
適応支援教室「なのはな」での学習支援や教育相談、いじめ事案などの対応を行う。

⑪部活動地域移行事業 部活動指導員１０名 ※部活動外部指導者募集中
中学校の部活動において、顧問教師と連携・協力し、技術的指導の充実を図るとともに教職員の働き方
改革につなげる。
令和６年度 休日における地域移行部活動（剣道・卓球・バドミントン）

学校総務課重点事業 ☆ グローバル人材育成事業
☆ 教育環境推進事業 ・ 英語活動プレゼンテーションフォーラムの開催
・ 通学路安全推進会議 ・中学校開校準備委員会

☆ ＩＣＴ支援事業
☆ 中学校建設事業 ・ 授業支援アプリの活用
・ 建設工事着工

☆ 家庭学習の手引き新入生への配付
☆ 大規模改修事業
・ 体育館天井改修工事 生涯学習課重点事業

☆ 放課後子ども総合プラン事業
教育指導課重点事業
☆ 小学校１，２年生の英語活動 ☆ コミュニティ・スクール事業

☆ 部活動地域移行事業 ☆ 学校図書の電子化事業

みらいの教育「スクールスタッフ」みらいの教育「スクールスタッフ」

令和６年度教育関係主要事業


